
- 0 - 

 

令和 7年度 

 

事 業 計 画 

一 般 会 計 予 算 
 

 

 

創立 130周年 PRロゴマーク 

 

 

 

  



 

- 1 - 

 

 

－ 目 次 ― 

 

 

Ⅰ．令和 7年度 基本方針 ･･････････ 1 

    

Ⅱ．令和 7年度年間活動予定 ･･････････ 2 

    

Ⅲ．令和 7年度 事業計画   

１ 災害救護体制の強化 ･･････････ 4 

２ 赤十字講習の充実 ･･････････ 9 

３ 青少年赤十字の育成 ･･････････ 11 

４ 国際活動の推進 ･･････････ 13 

５ 救護看護師の養成 ･･････････ 13 

６ 血液事業の推進 ･･････････ 14 

７ 赤十字ボランティアの育成 ･･････････ 15 

８ 効果的な広報の展開 ･･････････ 21 

９ 活動資金の募集及び表彰制度 ･･････････ 22 

10 奈良県支部有功会 ･･････････ 25 

    

Ⅳ．令和 7年度 一般会計予算  

１ 令和 7年度 一般会計予算 ･･････････ 26 

２ 令和 7年度 活動資金募集お願い額一覧表 ･･････････ 27 

 



- 1 - 

 

I. 令和 7年度 基本方針 

   
日本赤十字社奈良県支部は、令和7年1月に創立130周年を迎えました。これもひとえに、赤十字

事業に深いご理解とご支援をいただきました賜物と心より感謝申し上げます。 

また、日本赤十字社は令和9年5月に創立150周年を迎えます。その第一歩として、2025年日本

国際博覧会（大阪・関西万博）に国際赤十字･赤新月運動として赤十字パビリオンを出展いたします。 

日本赤十字社では、今後も「人間のいのちと健康、尊厳を守る」ことを使命として、様々な赤十字

事業を展開していきますので、引き続きのご支援とご協力をよろしくお願い申し上げます。 

さて、昨年は年明け早々に能登半島地震が発生し、約8ヶ月後の9月に再び、石川県能登半島で

大雨による被害がありました。また、8月には宮崎県南部地震により、南海トラフ巨大地震の臨時情

報が初めて発表されるなど、災害が頻繁に発生しました。 

日本赤十字社では医療救護活動、こころのケア活動、救援物資の配布、赤十字ボランティアによる

支援など、全社を挙げて災害救護活動を展開しており、また義援金の受付など、被災者支援に取り

組んでいます。 

一方、世界各地でも、紛争の激化や、気候変動に伴う自然災害の多発など、さまざまな問題に直

面しており、赤十字が取り組むべき人道的課題が山積しています。今もなお続いているイスラエル・

ガザでの大規模な武力衝突による被害や、ウクライナでの紛争では、国際赤十字が一丸となり救援

活動に取り組んでおり、日本赤十字社も、直ちに海外救援金の募集を開始し、国際赤十字を通じて、

救援物資や医薬品の調達、安否調査など多岐にわたる活動を続けています。 

日本赤十字社は、これまで国内外の災害や紛争時等において人道支援団体として、社会的役割

を果たしてきましたが、一方で特に国内では、自然災害の頻発化・激甚化・広域化が進み、南海トラ

フ地震の発生が危惧されるとともに、少子高齢社会における医療・介護をめぐる様々な行政施策が

進められ、救護・社会活動への多様な主体の参加、ＮＰＯ活動の普及など、日本赤十字社を取り巻く

環境は加速的に変化しており、社会における赤十字活動のあり方が問われるようになっています。 

奈良県支部では、そのような外部環境の変化に対応するため、平時から他団体との連携を強める

とともに、従前から実施している救護資機材の整備など、災害救護体制の更なる強化や、自助・共助

の重要性を踏まえた地域や学校における防災・減災への取組みを普及してまいります。そして、急速

に進展する少子高齢社会に対応するため、いざという時に役立つ赤十字講習や、大切ないのちを救

う血液事業の推進など、健康・医療・福祉等に関する活動に取り組みます。 

さらに、これらの活動を支えていただいている地域奉仕団をはじめとする赤十字ボランティアや青

少年赤十字の育成・強化を図ります。 

今後とも、日本赤十字社の使命に基づき、県民の皆さまからお寄せいただく貴重な活動資金を効

果的に活用し、以下の取組みについて、目標を明確にして計画的に推進してまいります。 

    
１ 災害救護体制の強化 ２ 赤十字講習の充実 ３ 青少年赤十字の育成 

４ 国際活動の推進 ５ 救護看護師の養成 ６ 血液事業の推進 

７ 赤十字ボランティアの育成 ８ 効果的な広報の展開 ９ 活動資金の募集 
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II.   令和 7年度年間活動予定 

 

月  月  名 称 場 所 

4 

奉仕団地区委員会（4月～6月） 各市町村 令和 7年度支部･奉仕団事業計画 

救急法基礎講習会 奈良市 手当の基本、心肺蘇生、AEDの使用法 

安全法指導赤十字奉仕団総会 奈良市 令和 6年度事業報告、令和 7年度事業計画 

無線･救護赤十字奉仕団総会 支部 令和 6年度事業報告、令和 7年度事業計画 

青少年赤十字賛助奉仕団総会 支部 令和 6年度事業報告、令和 7年度事業計画 

5 

赤十字運動月間 県内各地 赤十字事業の広報活動、活動資金協力依頼 

救護班基礎研修会 奈良市 救護活動に必要な知識と技術の習得 

救急法基礎・救急員養成講習会 奈良市 
心肺蘇生、AEDの使用法、止血･包帯法、 
骨折の固定、搬送、災害時の心得 など 

健康生活支援講習支援員養成講習 支部 高齢者の健康と安全、地域における高齢者支援 など 

幼児安全法支援員養成講習 支部 子どもの応急手当、一次救命処置 など 

災害時要配慮者生活支援講習 支部 知って役立つ知識、非常食づくり、応急手当 など 

青少年赤十字指導者協議会 支部 令和 7年度青少年赤十字の活動について 

全国赤十字大会参会 東京都 式典：有功章等受章、アトラクション：講演 

支部監査委員会 支部 令和 6年度事業報告、決算概要 

6 

第 4ブロック(近畿)合同災害救護訓練 大阪府 
本部訓練、現場救護所訓練、避難所アセスメント、 
避難所救護所訓練 など 

水上安全法救助員Ⅰ養成講習会 大和郡山市 水の事故防止、泳ぎの基本と自己保全 など 

奉仕団支部委員会 支部 研修会の打合せ、奉仕団交流会の概要 

支部評議員会 支部 令和 6年度事業報告、決算概要 

7 
有功会総会 奈良市 令和 6年度事業･決算報告、令和 7年度度事業計画 

献血キャンペーン 7月～8月 各市町村 街頭献血呼び込み 

8 

救急法基礎・救急員養成講習会 奈良市 
心肺蘇生、AEDの使用法、止血･包帯法、 
骨折の固定、搬送、災害時の心得 など 

水上安全法指導員Ⅰ養成講習会 大和郡山市 水の事故防止、泳ぎの基本と自己保全 など 

青少年赤十字トレーニングセンター 奈良市 赤十字学習、フィールドワーク 

親子で学ぶ防災教室 橿原市 非常食づくり、応急手当 など 

【130周年記念事業】救急法を知ろう 大和郡山市 高校生対象救急法短期講習 

9 
災害時要配慮者生活支援講習 支部 知って役立つ知識、非常食づくり、応急手当 など 

地域奉仕団リーダー研修会 奈良市 ボランティアリーダーを養成する研修 

10 

有功会会員日帰り研修 大阪府 大阪･関西万博：赤十字パビリオン視察 

奈良県防災総合訓練 未定 医療救護、傷病者搬送 

看護専門学校推薦入試 支部  

赤十字フェスタ 2025 in なら 大和郡山市 赤十字事業の PR 
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月 月 名 称 場 所 

１０ 

救急法基礎講習会 奈良市 手当の基本、心肺蘇生、AEDの使用法 

安全法指導奉仕団研修会 支部 講習内容の確認 など 

岡山ハンセン病施設訪問 岡山県 奈良県人会との交流 

【130周年記念事業】赤十字奉仕団交流会 未定 地域奉仕団、特殊奉仕団などの交流 

11 

防災教育事業指導者養成研修会 支部 防災教育事業を推進する指導者を養成 

幼児安全法支援員養成講習 支部 子どもの応急手当、一次救命処置 など 

災害時要配慮者生活支援講習 支部 知って役立つ知識、非常食づくり、応急手当 など 

第 4ブロック青年奉仕団リーダー養成研修会 
（当番支部） 

奈良市 近畿 2府 4県の青年奉仕団リーダーを養成する研修 

12 

奈良マラソン救護 奈良市 救護活動 

救急法基礎・救急員養成講習会 橿原市 
心肺蘇生、AEDの使用法、止血･包帯法、 
骨折の固定、搬送、災害時の心得 など 

NHK海外たすけあいキャンペーン 各市町村 街頭募金、NHK奈良放送局での受付 など 

有功会連絡協議会 奈良市 地区有功会活動報告 など 

1 

地区分区移動炊飯器貸与式 支部 覚書の締結、移動炊飯器取扱い説明 

救急法基礎講習会 奈良市 手当の基本、心肺蘇生、AEDの使用法 

親子で学ぶ防災教室 奈良市 非常食づくり、応急手当 など 

はたちの献血キャンペーン(1月～2月) 各市町村 街頭献血呼び込み 

2 

救急法基礎・救急員養成講習会 大和郡山市 
心肺蘇生、AEDの使用法、止血･包帯法、 
骨折の固定、搬送、災害時の心得 など 

健康生活支援講習支援員養成講習 支部 高齢者の健康と安全、地域における高齢者支援 など 

災害時要配慮者生活支援講習 支部 知って役立つ知識、非常食づくり、応急手当 など 

奉仕団支部委員会 支部 令和 7年度事業中間報告、令和 8年度事業計画 

支部評議員会 支部 令和 8年度事業計画、予算概要 

3 

看護奉仕団研修会 支部 災害時における看護活動の技術習得 など 

近畿大学農学部赤十字奉仕団総会 奈良市 活動報告、役員改選 など 

有功会理事会 奈良市 役員改選、有功章会員加入状況等報告 

随
時 

地区有功会総会 各市町村 令和 6年度事業･決算報告、令和 7年度事業計画 

通
年 

【130周年記念事業】お便りリレー 県内各地 赤十字関係者へのインタビュー 

【130周年記念事業】モザイクアート展示 県内各地 赤十字に関係する写真を使用したモザイクアートを展示 

未

定 

こころのケア研修会 支部 こころのケア活動に必要な知識と技術の習得 

近鉄大和西大寺駅デジタルサイネージ広告 奈良市 赤十字活動の PR 

幼児安全法指導員養成講習会 支部  

青少年赤十字指導者養成講習会 奈良市 青少年赤十字活動を推進する指導者を養成 

青少年赤十字賛助奉仕団研修会 未定  

無線･救護赤十字奉仕団一泊研修会 支部 通信訓練 など 
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III. 令和 7年度 事業計画 

 

１ 災害救護体制の強化 －災害からいのちを守る－ 

       国内において、地震や大型台風などの災害で被災された方々を救うため、救護班の編成

と訓練、救護資機材･救援物資の整備、防災ボランティアの研修など、災害救護体制の強化

を図ります。また、被災された方々のための義援金の募集活動も行います。 

  （1）救護班の編成と訓練 

① 適切かつ迅速な災害救護活動が展開できるよう、第 4ブロック（近畿）支部の連携強化と

災害対応能力向上を目的として、第４ブロック合同災害救護訓練(大阪府：6月 7日)に奈

良県支部、委託契約を締結している医療救護班、医療コーディネーター・コーディネートスタ

ッフ及び防災ボランティアが協働して参加します。                                                         

また、行政主催の奈良県防災総合訓練などに関係機関として参加し、DMATをはじめとす

る医療関係団体や、消防、警察、自衛隊などの団体と連携強化を図ります。  

        
▲第 4ブロック(近畿)合同災害救護訓練 

～避難所での巡回診療～  ～本部での情報収集～ 

  

                    
▲県防災総合訓練 

～避難所アセスメント～  ～防災ボランティアによる担架搬送～ 

【医療救護班】 

名 称 班数 備考 

奈良県総合医療センター ２班 平成 26年 4月 1日委託契約締結 

（地方独立行政法人 奈良県立病院機構） 奈良県西和医療センター ２班 

南奈良総合医療センター 1班 平成 28年 4月 20日委託契約締結 

市立奈良病院 1班 平成 26年 4月 1日委託契約締結 

大和高田市立病院 1班 平成 26年 9月 1日委託契約締結 

奈良県立医科大学附属病院 1班 平成 28年 11月 1日委託契約締結 

合計 8班  

 
❖1班の体制：医師 1名･看護師 3名･薬剤師 1名・主事 2名 計 7名 
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② 新たに見直しを行った日本赤十字社大規模地震対応計画に基づき、同計画を遂行するた

め、救護員体制の再構築を図るとともに、日赤災害医療コーディネーターを中心に奈良県

支部と委託契約を結んでいる医療救護班（医師、看護師、主事等）を対象に新たな救護員

育成体系に基づく研修を実施し、救護員の更なる質の向上と新たな要員確保を図ります。      

支部主催では、継続して救護員基礎研修、こころのケア研修を実施し、本社、ブロック主催

では、救護班研修、日赤災害医療コーディネート研修、原子力災害時の救護研修などに積

極的に参加します。 

      
▲救護班基礎研修：支部主催   ▲救護班研修：ブロック主催 

③ 県内で災害が発生した際に対応できるよう、日赤災害医療コーディネーターとの調整を行

い、災害に対応できる体制を構築します。また、支部職員が災害時に災害対策本部をスム

ーズかつ効果的に運営できるよう災害対策本部要員研修や救護資機材習熟研修に取り

組みます。 

         
▲救護資機材習熟研修 

～救護所用エアーテント設営訓練～  ～ラップポン(トイレ)取扱い研修～ 

④ 大規模災害が発生した際、支部の備蓄のみでは充分な活動ができないことから、迅速かつ

的確な災害救護を実施できる体制を構築するため、企業･団体との災害時物資支援協定

に取り組みます。 

⑤ 地域コミュニティにおける「自助」と「共助」の力を高め、自ら災害からいのちを守り、被災時

の心身の苦痛を軽減することを目指した「防災講習」を開催します。 

※次のカリキュラムから必要なものを選択・組み合わせて講習を開催できます。 

㋐ 赤十字防災セミナー ～発災後の予備知識～ 

・災害への備え 

災害・防災についての考え方や、災害別に想定される被害などから、

平時の備えの重要性について理解を深めます。 

・災害エスノグラフィー 

過去の災害を追体験するための読み物で、読むことにより災害の全

体像を理解し、次に何が起こるかを想像するための力を養います。 

・災害図上訓練 DIG 

自らの居住地域で、防災上の資源や災害時に出現する危険性を地

図に明記し、個人や地域単位であらかじめ行うべき取り組みについ

て検討し理解を深めます。 

 
さ▲防災講習用パンフレット 
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・避難所運営ゲーム HUG（ひなんじょたいけん） 

避難所の運営を任された立場となり、図面に家族構成、年齢、性別、職業、持病の有無な

ど事情の異なる避難者カードを配置していき、さまざまな事情を抱えた避難者をどう対処

していくか、模擬体験できます。 

・家具安全対策ゲーム KAG 

地震で起こる被害をどのように減らすか、自宅（部屋）の平面図を描くことにより、危険 

な場所を把握し、自らが家具の安全対策の必要性について理解を深めます。 

㋑ 防災啓発プログラム ～被災に備える選択性プログラム～ 

災害と避難生活をあらかじめ知ることで、被災に備える知識と技術を学ぶことを目的とし

たプログラムになっており、災害への備え、避難所での生活支援、いのちを守るための知

識が学べます。 

（２）救護資機材・救援物資の整備 

① 南海トラフ地震などの大規模災害における災害救護活動を強化するため、必要な資機材の

整備を行います。   

【令和 7年度の主な救護資機材整備】 

区分 項目 区分 項目 

車両 ・災害救援車(通信指令車)更新 

救護資機材 

・非常食の備蓄 
・移動炊飯器(地区分区配備) 
・救護班要員携帯ﾊﾞｯｸ(リュック･ショルダー) 
・折りたたみベッド 
・ローラーコンベア 
・キャタピラ台車 
・LEDバルーン投光器 

救護員教材 
・蘇生法教育人体モデル 
・研修用パソコン、Wi-Fi環境整備 

           
▲移動炊飯器(地区分区配備)   ▲LEDバルーン投光器(イメージ) 

② 被災者のニーズに沿うよう、救援物資（布団、安眠セット、緊急セット、毛布、タオルケット、バス

タオル、ブルーシート）の備蓄と配布を引き続き行います。また、不慮の火災などで亡くなられ

た被災者には弔慰金（1人当たり 20,000円）を届けます。 

      
▲毛布  ▲安眠セット  ▲緊急セット 

      
▲ブルーシート  ▲タオルケット 
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【救護資機材の整備】※( )内の数字は、令和 7年度に新たに追加・更新整備を予定しています。 

  ― 奈良県支部 ― 

品名 数量 品名 数量 

救
護
班
装
備
品 

医療資機材携行用鞄(1 ｾｯﾄ4 ﾊﾞｯｸ) 7(1) 

救
護
所
資
機
材 

大型フレームテント 1 

救護班要員携行ﾊﾞｯｸﾞ 70(40) エアーテント（大型：ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄ式） 2 

大型救急箱 5 エアーテント(小) 1 

パルスオキシメーター 9 組立式テント 6 

電子体温計（非接触体温計含む） 

 

23 ワンタッチテント(大 3・小 4) 7 

ターニケット(止血帯) 50 プライベートテント 1 

自動体外式除細動器(AED) 3 間仕切り用プラテーション(２種類) 30 

救
護
班
要
員
装
備
品 

救護服：上下 210(4) 簡易トイレ(ラップポン) 11 

ヘルメット 30 簡易トイレ用ワンタッチテント 12 

救護服：雨衣 30 自家発電機(ガソリンタイプ) 6 

救護服：防寒衣  30 蓄電池(大 1・小２) ３ 

救護服：Ｔシャツ 104 投光器 6(1) 

防護メガネ 20 誘導灯 5 

救護員手袋 80 冷暖房機器 
（冷暖房器：2、暖房器：1、冷房器：3） 

6 
ＬＥＤヘッドライト 10 

懐中電灯 10 診察台 8 

ペンライト(ホルダー付) 30 折畳式寝台 80 

寝袋 50 簡易ベッド 6 

万能ハサミ 20 傷病者用毛布 70 

ホイッスル 50 スクープストレッチャー 

 

3 

非
常
食
（
本
部
・
救
護
班
用
） 

アルファー米 427 担架 8 

パン 87 担架架台 6 

ドライスープ 200 組立式点滴架台 1 

にゅうめん 100 電動吸引機 1 

惣菜(3種) 127 LED ランタン 9 

携帯おにぎり 100 拡声器 3 

水(500ｍｌ) 960 

 

リヤカー(大・小) 各１ 

ようかん(5本入) 22 レスキューカー 2 

原
子
力
対
応

資
機
材 

空間線量率測定用ｻｰﾍﾞｲﾒｰﾀ 1 フォークリフト 1 

防護服セット 6 移動炊飯器 8(2) 

デジタル個人線量計 14 

通
信
機
器 

業務用無線基地局（150MHz・400MHz） ２ 

支
援
要
員
資
材 

ボランティアユニフォーム 40 業務用無線陸上移動局(車載機) （〃） 4 

ボランティア反射チョッキ 50 業務用無線陸上移動局(携帯機) （〃） ９ 

ボランティア帽子 50 業務用無線現地基地局(可搬型) （〃） 2 

ボランティアヘルメット 30 アマチュア無線局 1 

防寒衣 59 室外設置用外部アンテナ(衛星携帯電話用） 3 

雨衣（白色･黄色） 50 デジタル通信システム 

(D-STAR レピーター) 
2 

災
害
救
護 

車
両 

災害通信指揮車 (衛星電話搭載) 1(1) 

救急車 1 特定小電力トランシーバー 10 

災害救援車 5 携帯電話 1 

救護資機材運搬トラック 1 データ通信端末 1 

救
護
員 

教
材 

AED トレーナー 26 デジタルカメラ 3 

蘇生法教育人体モデル(全身) 14 災害用 PC・タブレット 11(8) 

蘇生法教育人体モデル(半身) 7 災害用テレビモニター 1 

蘇生法教育人体モデル(幼児) 10(10) 衛星携帯電話 3 

蘇生法教育人体モデル(乳児) 4    
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― 地区分区(市町村) ―  

品名  数量 品名  数量 

災
害
対
応
資
機
材 

災害救援車 56 ワンタッチテント(大) 24 

移動炊飯器 78（26） 自動体外式除細動器(AED) 30 

自家発電機：ガソリンタイプ 1600W 22 自家発電機：ガソリンタイプ 900W 3 

投光機 36 自家発電機：プロパンタイプ 850W 11 

組立式トイレ(車いす対応型) 19 防災倉庫：2.26坪 9 

蓄電池 ２７ 防災倉庫：1.99坪 1 

【救援物資の備蓄】 

毛  布 緊急ｾｯﾄ 安眠ｾｯﾄ 布  団 ﾊﾞｽﾀｵﾙ ﾌﾞﾙｰｼｰﾄ ﾀｵﾙｹｯﾄ 

3,018枚 1,327 ｾｯﾄ 1,125 ｾｯﾄ 373組 1,131枚 ７28枚 1,876枚 

（３）国内義援金及び海外救援金の募集活動 

  被災者支援のため、各種団体及び各報道機関の協力のもと、国内義援金及び海外救援金の 

募集活動を行います。 

【令和 7年度募集の国内義援金及び海外救援金】

募集期限

令和６年能登半島地震災害義援金 令和7年12月26日

令和6年9月能登半島大雨災害義援金 令和7年12月26日

令和７年大船渡市赤崎町林野火災義援金 令和7年6月30日

中東人道危機救援金 令和8年3月31日

バングラデシュ南部避難民救援金 令和8年3月31日

ウクライナ人道危機救援金 令和8年3月31日

2025年ミャンマー地震救援金 令和7年6月30日

募集名

国内義援金

海外救援金

 

【令和 6年度国内義援金受付実績表】（単位：円）   

件数 金額 募集期限 前年度までの累計

643 38,373,733 令和7年12月26日 138,463,108

20 1,142,585 令和7年3月31日

140 5,651,772 令和7年12月26日

15 2,043,561 令和7年3月31日

8 220,683 令和7年6月30日

826 47,432,334 138,463,108

令和6年9月能登半島大雨災害義援金

令和6年能登半島地震災害義援金

令和6年7月25日からの大雨災害義援金

義援金募集名

合計

令和７年大船渡市赤崎町林野火災義援金

令和６年沖縄県北部豪雨災害義援金

 
【令和 6年度海外救援金受付実績表】（単位：円） 

救援金募集名 件数 金額 募集期限 前年度までの累計

中東人道危機救援金 4 2,221 令和8年3月31日 198,864

バングラデシュ南部避難民救援金 4 2,201 令和8年3月31日 77,132

アフガニスタン人道危機救援金 4 5,437 令和7年3月31日 32,944

ウクライナ人道危機救援金 134 317,810 令和8年3月31日 35,611,566

イスラエル・ガザ人道危機救援金 16 257,868 令和7年3月31日 248,419

レバノン人道危機救援金 3 11,110 令和7年3月31日

2024年台湾東部沖地震救援金 34 610,775 令和6年6月28日

合計 199 1,207,422 36,168,925            

               
▲桜井市立大三輪中学校  ▲公立大学法人奈良県立 

大学附属高等学校 

 ▲添上高等学校吹奏楽部 
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２ 赤十字講習の充実 －いざという時に備えて－ 

心肺蘇生やＡＥＤの使用方法を学ぶ救急法をはじめ、いざという時にすぐに役に立つさま

ざまな講習を実施します。また、自治会・町内会など地域防災力を高める活動として、地区

分区へ働きかけ、小冊子「災害への備え」などを活用した防災・減災のための講習会を積

極的に取り組んでいきます。 

（１）地区分区と共催による地域での講習会 

地区分区と共催による地域での講習普及に取り組みます。地域住民を対象に、救急法

講習、防災･減災に関する講習、幼児安全法講習を開催し、費用は無償とします。 

講習名 内容 時間 備考 

救急法基礎講習 
手当の基本（観察、体位）、気道異物の除去 

心肺蘇生、AEDを用いた電気ショック 4時間 修了証交付 

幼児安全法 

乳幼児の一次救命処置 
乳幼児の心肺蘇生、気道異物除去 3時間 受講証交付 

 
 

防
災
・
減
災
に 

 
 

関
す
る
講
習 

災害への備え 災害別に想定される被害についてなど 1時間 

 

災害エスノグラフィー 読み物による過去の災害の追体験 ２時間 

災害図上訓練 DIG 地域防災マップづくり ２時間 

避難所運営ゲーム HUG 避難所運営の疑似体験 ２時間 

家具安全対策ゲーKAG 自宅での安全対策 ２時間 

防災啓発プログラム 被災に備える選択性プログラム 2時間～ 

❖開講、閉講式、休憩時間、検定時間は含んでおりません。地区分区と共催による講習のみ費用は無償です。 

❖お問い合わせ等については、奈良県支部事業推進課までお願いします。 

 
▲各種講習教本 

（2）金色有功章受章企業を対象とした講習会 
※1金色有功章を受章した企業を対象に、赤十字講習を無料(講師料・教材費)で開催し

ます。 

※1
金色有功章受章企業：活動資金として一時または累計で 50万円以上を納められた企業 

（3）【130周年記念事業】「救急法を知ろう」～高校生を対象とした救急法短期講習会～ 

若年層への講習普及として、高校生を対象に救急法短期講習を開催し、講習会参加者

には、赤十字事業や青少年赤十字の活動に触れてもらうきっかけづくりにします。 
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（4）救急法等の講習会 

救急法講習、水上安全法講習、健康生活支援講習、幼児安全法講習を、講習指導資格を有す

る安全法指導赤十字奉仕団にご協力いただき、以下のとおり開催します。 

令和 6年度は、県内地域で 327回開催し、延べ 9,422人の方に受講いただいています。 

この他に第 4ブロック合同水上安全法指導員Ⅰ養成講習会を開催します。 

【奈良県支部主催の救急法等講習会普及計画】 

講習会区分 実 施 日 場 所 時 間 

救急法  
基礎講習 及び 
救急員養成講習  

5月 11日㈰：基礎 奈良市 

基礎：9時 30分～15時３０分 
養成：9時 30分～17時 30分 

6月 22日㈰：基礎 

6月 28日㈯･29日㈰：養成 
奈良市 

7月 23日㈬：基礎 奈良市 

8月 30日㈯：基礎 

9月 6日㈯･7日㈰：養成 
奈良市 

１０月 18日㈯：基礎 奈良市 

12月 7日㈰：基礎 

12月 20日㈯･21日㈰：養成 
橿原市 

令和 8年１月 15日㈭：基礎 奈良市 

令和 8年 3月 8日㈰：基礎 

3月 14日㈯・15日㈰：養成 
大和郡山市 

水上安全法 救助員Ⅰ養成講習 
6月 8日(日)・14日(土)・ 

15日(日)・19日(木) 
大和郡山市 9時 30分～17時 

健康生活 
支援講習 支援員養成講習 

7月 15日㈫･16日㈬ 
支 部 9時 30分～１６時０0分 

令和 8年２月 14日㈯･15日㈰ 

災害時要配慮者生活支援講習 

5月 24日㈯ 

支 部 9時 30分～15時 30分 
8月 2日㈯ 

12月 20日㈯ 

令和 8年２月 11日㈫ 

幼児安全法 

支援員養成講習 
５月 17日㈯･18日㈰ 

支 部 9時～17時 
11月 15日㈯･16日㈰ 

指導員養成 
７月 20日(日)･ 

8月 16日(土)～20日(水)･ 

9月 27日(土)･28日(日) 

支 部  

❖上記講習は受講費がかかります。 

❖お問い合わせ・お申し込みは、奈良県支部事業推進課までお願いします。  

        
▲救急法  ▲水上安全法  ▲健康生活支援講習 

       

       
▲幼児安全法  ▲災害時要配慮者生活支援講習 
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３ 青少年赤十字の育成 －思いやりを育む－  

加盟校：１４１校 

（幼稚園･保育所：３０校 小学校：７７校 中学校：２２校 義務教育学校：１校 高等学校：１０校 中等教育学校：１校） 

将来をになう児童・生徒が、自ら「気づき・考え・実行する」という生きる力を養うため、先生

等の青少年赤十字指導者の協力のもと、学校教育の現場で豊かな人間性や社会性を育む

活動に取り組みます。 

（1）防災教育の普及推進 

① 学校における防災教育の充実を図るため、県内の全加盟小学校･中学校･高等学校に配布

済みの青少年赤十字防災教育「まもるいのち ひろめるぼうさい」の積極的な活用を働きか

けるとともに、新たな加盟校には教材の配布を行います。また、新しい指導者を養成するため、

教職員対象の研修会において、防災教育プログラムの活用を推進します。 

                 
▲防災教育プログラム 

「まもるいのち ひろめるぼうさい」 

▲防災セミナー 

～當麻小学校～ 

② 幼稚園、保育園向け防災教育教材「ぼうさいまちがいさがし きけんはっけん！」を未加盟園

に紹介し、加盟普及に努め、配布を希望された加盟園に提供します。 

       
▲幼稚園、保育園向け防災教育教材 

「ぼうさいまちがいさがし きけんはっけん！」 

③ 親子で学ぶ防災教室を開催します。                       

奈良県青少年赤十字指導者協議会と協働して、非常食づくり体験、ラップやビニール袋など

身近なものを使った手当、毛布ガウンやホットタオルなど非常時に対応できる知識について学

びます。 

          
▲心肺蘇生の方法  ▲身近なものを使った応急手当 

④ 国際人道法の普及や国際理解の教育及び防災教育を推進するため、県内の学校などへ 

指導者を派遣します。 
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（2）青少年赤十字への加盟促進 

① 「青少年赤十字活動支援事業（助成金 3万円の交付）」を通じて、青少年赤十字加盟校が

取り組む自主的かつ積極的な活動を支援します。 

       
▲筒井幼稚園 

パパっ子クラブでならシェークアウト 

 ▲五條小学校 

防災頭巾を作ろう 

              
▲平群中学校 

花植えボランティア 

 ▲奈良県立大学附属高等学校 

六条校区地域ボランティア活動 

② 県内の青少年赤十字未加盟校に対して、青少年赤十字賛助奉仕団の協力を得ながら未加

盟校を訪問し、加盟に努めます。 

（3）青少年赤十字メンバーのリーダーシップ育成 

① 活動計画などを取り決めるため、奈良県青少年赤十字指導者協議会の開催（随時）と、若い

世代の青少年赤十字指導者を養成するための講習会を開催します。 

また、第 4ブロック(近畿)青少年赤十字指導者研修会や本社主催指導者研修会などに参

加し、指導者の育成に取り組みます。   

② 青少年赤十字リーダーシップ・トレーニングセンターを開催します。 

集団生活を通じて、リーダーとして必要な自主･自律の精神を身につけ、赤十字や青少年赤

十字活動に関する知識や技術への理解を深め、生活態度全般にわたって学びます。    

（奈良市：８月上旬） 

      
▲非常食づくり  ▲車椅子体験  ▲一次救命処置 

③ 国内外の青少年赤十字メンバーと交流を深め、多文化共生などのテーマについて、交流を通

じて学び、自分たちが属する国や地域でどのようにリーダーシップを発揮するかなど、今後の

活動につなげる知識を習得することを目的に、本社主催の「青少年赤十字国際交流事業」

に参加します。(11月：海外メンバーの支部受け入れ、東京都国立オリンピック記念センター

で開催される国際交流集会へ参加) 

また、高校生を対象に青少年赤十字活動の中心となるリーダーを養成することを目的に、青

少年赤十字スタディ・センターに参加します。(令和 8年 3月：山中湖村) 
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４ 国際活動の推進 －世界とつながる－ 

世界 19１の国と地域にある赤十字の一員として、本社の要請のもと、災害や紛争等で苦し

む人々の緊急救援や復興支援に協力します。奈良県支部では本社と連携して次の事業を行

います。 

（１）緊急救援 

① イスラエル･ガザやウクライナ人道危機など、海外で発生

する紛争や大規模災害等被害者の救援金募集活動を行

います。（随時） 

② ジュネーブ諸条約に基づき、行方不明者や家族と連絡が

取れない方々の安否調査を市町村の協力のもと、実施し

ます。（随時） 

（２）復興支援 

① バングラデシュ保健医療支援事業に資金協力します。 

② 「NHK 海外たすけあい」キャンペーンを NHK 等と共同で

実施します。（12月 1日～25日） 

（３）赤十字思想の普及・啓発 

① 本社、第 4ブロック(近畿)主催の国際人道法セミナーに

参加し、国際人道に関する知識を習得するとともに、国際

人道法への理解促進のための啓発活動を行います。 

 

５ 救護看護師の養成 －国内外で活躍できる看護師を－ 

豊かな人間性と看護に関する幅広い能力と、救護の専門知識を兼ね備えた看護の実践者

を育成するため、京都第二赤十字看護専門学校に委託し、救護看護師の養成を行います。  

なお、看護大学及び京都第二赤十字看護専門学校を対象に奨学金の支援も行います。 

奈良県支部では、これまでに 40名の看護師を養成しています。 

         
▲実技演習の授業風景  ▲戴帽式 

 

 

 
▲イスラエル･ガザ人道危機 

負傷者を搬送するイスラエル・ダビデの 

赤盾社のスタッフ 

 

 
▲バングラデシュ保健医療支援事業 
心理社会的支援の活動に参加する 

避難民の女の子たちと会話する日赤要員 
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6 血液事業の推進 －献血にご協力を!!－ 

奈良県赤十字血液センターでは、国民の善意の献血により支えられている血液事業の運

営が適切かつ効率的に執行され、透明性が確保されているかを検証し、必要に応じて事業の

見直しを図るとともに、積極的な情報発信を行い、採血業･販売業において「安全な血液製剤

の安定供給の確保等に関する法律｣等の関係法令に則った適正な事業運営を行います。 

① 安全な血液製剤を安定的に医療機関にお届けするため、合理的・効率的な供給に努めます。 

② 輸血を受ける患者さんの副作用の軽減、血液製剤の安全性の確保及び事業効率の観点から

400mL献血・成分献血を推進し、医療機関の需要に応じた計画的な採血に努めます。 

③ 若年層を対象とした献血者確保対策を実施します。 

④ 広く県民への献血の普及啓発を図るため、ホームページ、X（旧 Twitter） 、ラジオ放送、イベ

ント等の展開を基軸とした各種キャンペーンを実施し、効果的な普及活動を行います。 

㋐ はたちの献血キャンペーン（1月 1日～2月 28日）、 愛の

血液助け合い運動（7月 1日～8月 31日）、   全国学生

クリスマス献血キャンペーン（12月）、近畿統一キャンペーン

（３月）等を実施します。 

㋑ 小学生を対象とした「献血まるわかりゼミ」、高校生・大学

生・県内企業の新入職員を対象とした「献血セミナー」を実

施します。 

㋒ 新聞広報による「はたちの献血キャンペーン」と「愛の血液

助け合い運動」の啓発記事を掲載します。(奈良県支部有功

会提供) 

 

        
▲大和大学白鳳短期大学部セミナー  ▲まるわかり講演 

      
▲まるわかりバス  ▲添上高等学校：生徒献血 
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７ 赤十字ボランティアの育成 －活動を支える－ 

“赤十字ボランティアは、地域社会を住みよくしよう”という気持ちを持った人々の集まりで、

災害救護や献血の推進、講習会の普及などの赤十字事業の推進をはじめ、地域社会のニー

ズに応じた幅広い活動に積極的に参加、協力いただいています。        

奈良県支部では、赤十字ボランティアの自主性を尊重し、地域のニーズに応えた魅力ある

活動を支援してまいります。            

（１）地域赤十字奉仕団（団数及び団員数：39団、2,605人）昭和 23年発足 

市町村の地域ごとに結成され、地域単位で活動計画を立案し、奉仕活動を行います。全体の

取組みとして、赤十字事業の普及と推進、ハンセン病療養施設訪問(岡山県)、地区委員会や

研修会などを開催します。また、地域活動では、活動資金への協力を始め、防災訓練やイベン

トでの非常食づくり･配布への参加、献血協力の呼びかけ、クリーンアップならキャンペーンの

参加、海外たすけあい募金活動などのほか、老人ホームでの交流や地域での清掃活動等に

取り組みます。 

① 「地域赤十字奉仕団活動支援助成金」により奉仕団活動を支援します。 

地域奉仕団が抱えている高齢化や団員の減少への対策、地域住民の方に奉仕団の存在や

活動への理解を深める広報などの活動に対し助成金を交付し、奉仕団のさらなる活動促進

と、健康で安心に暮らせる共同社会の構築に寄与します。 

対
象
事
業 

・赤十字思想の普及啓発 ・高齢者及び子どもの見守り ・ふれあいサロン等の交流会、 

・地域の健康増進活動 ・地域の防災･減災のための講習開催 ・団の広報活動、 

・新規団員募集のための活動 

【令和 6年度活動実績】 

奉仕団名 事業名 内容 

奈良市地区赤十字奉仕団 

大宮分団 

いきいき歌声サロン大宮 

高齢者がひきこもることなく仲間・居場所づくりが
できる場の提供と歌うこと音楽に合わせて体を動
かすことにより介護予防と健康増進を図ることを
目的に開催した。 

ボッチャをやって楽しもう！

大宮 

障害の有無、年齢に関係なく、レクレーションとし
て気軽に楽しめるスポーツ「ボッチャ」を通じて、
幅広い世代に赤十字活動の普及啓発を行った。 

奈良市地区赤十字奉仕団 

平城分団 
さくら食堂 

地域の親子が食を通して、安心して過ごせる居場
所の提供と、地域と触れあい、つながりを感じてい
ただく場として開催した。 

奈良市地区赤十字奉仕団 

左京分団 
おきがる食事会 

地域の子供たちの「ふれあいの場」「居場所づく
り」を目的に小さな子供から高齢者の方まで幅広
く交流し、食事を通して絆を深めることを目的に
開催した。 

大和高田市赤十字奉仕団 
県外研修及び赤十字 

学習会 

東大阪防災センターでの講話や体験を通じて、防
災・減災の研修を実施し、奉仕団員の知識を深め
た。また、研修で得た学びを市民に周知防災・減
災の意識を高め合うため、赤十字学習会の開催
した。 

御所市赤十字奉仕団 防災訓練 

御所市に新設された防災交流館において、非常
時の設備使用及び避難所の運営者、利用者のサ
ポートを迅速かつ的確に行うことを目的に設備に
慣れるための訓練を実施した。 

下市町赤十字奉仕団 お出かけ健康法 

日頃から身近に取り組める運動や、日頃取り組ん
でいるウォーキングについて効果的な正しい取り
組み方法を学び、健康づくりに一層役立てるとと
もに、活動を通じて奉仕団の普及啓発を図った。 
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▲奈良市地区赤十字奉仕団大宮分団 

～いきいき歌声サロン大宮～        ～ボッチャをやって楽しもう！大宮～ 
▲奈良市地区赤十字奉仕団平城分団 

～さくら食堂～ 

     
▲大和高田市赤十字奉仕団 

～県外研修及び赤十字学習会～ 
 ▲御所市赤十字奉仕団 

～防災訓練～ 
 ▲下市町赤十字奉仕団 

～お出かけ健康法～ 

② モデル奉仕団には助成金を交付し、活動の充実に努めます。 

安堵町赤十字奉仕団（団員：45人） 

【モデル活動名：災害救護に関する活動】 
令和６年度から令和８年度の 3年計画で、 

「防災講習」の受講、町内での防災講習普及活動、一日赤十字の実施、紙芝居作製などに取り組みます。 

     
▲町内での防災講習  ▲炊き出し訓練 

③ 【130周年記念事業】地域奉仕団、特殊奉仕団、青少年赤十字指導者などの交流を行い、

お互いの「つながり」を深めるために、奉仕団交流会を開催します。 

④ 地域奉仕団のリーダーを育成するためのリーダー研修会を実施します。（1泊 2日：奈良市） 

     
▲開会式  ▲新聞タワー  ▲グループワーク 

⑤ 県内全体の事業活動の取組方針を決定するための支部委員会の開催と県内奉仕団の交 

流、連携を深めるための意見交換会の開催の他、各地区内の事業活動の取組方針を決定す

るための地区委員会を開催します。 

⑥ 奉仕団活動の促進のため、奉仕団中央委員会、支部指導講師研修会などに出席します。 

⑦ 奉仕団活動への理解を深め、活動への参加を促し、新たな奉仕団員を確保するため、ホーム

ページ等を活用し、奉仕団活動の紹介を行います。 
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⑧ ハンセン病療養施設訪問事業（岡山県：昭和 27年からの継続事業）を行います。 

     
▲ふれあい交流会  ▲納骨堂お参り  ▲園内施設見学 

⑨ 地域ニーズに応じたモデル奉仕団活動や、独自活動（一日赤十字開催や地域イベントとのコ

ラボなど）のほか、講習普及活動、青少年赤十字活動の協力、献血協力の呼びかけ、クリーン

アップキャンペーンに参加します。    

         
▲香芝市赤十字奉仕団 
～防災イベント～ 

 ▲橿原市赤十字奉仕団 
～防災イベント～ 

▲香芝市赤十字奉仕団 
～香芝中学校・海外救援金募金活動～ 

⑩ 防災・減災教育事業として、地域の住民を対象として防災講習や赤十字運動の紙芝居などを

実施し、赤十字思想の普及に努めます。 

⑪ 地域内での「法人会費」、「国内義援金・海外救援金」、「ＮＨＫ海外たすけあい」の募集活動

を実施します。 

           
▲天理市赤十字奉仕団 

～天理駅～ 
 ▲宇陀市赤十字奉仕団 
～プライスカット榛原福地店～ 

 ▲大和郡山市赤十字奉仕団 
～アスモ大和郡山～ 
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（２）安全法指導赤十字奉仕団（団員：88人）昭和 52年発足 

赤十字講習指導員有資格者で組織され、健康で安全に暮らすための知識と技術を伝える講

習を普及します。 

① 赤十字救急法、健康生活支援講習、幼児安全法、水上安全法、災害時要配慮者生活支援講

習の講習普及とともに、赤十字思想の普及、活動資金への協力依頼・使いみちについての啓

発活動等を行います。 

② 防災･災害救護訓練への参加及び指導的役割を発揮できるよう技術の向上を図ることを目

的とした研修会（10月）を開催します。 

③ イベントなどでの講習普及活動に努めます。 

④ 2025年大阪・関西万博：赤十字パビリオンの運営スタッフに協力します。 

     
▲研修会   ▲総会  ▲講習指導 

 （３）無線・救護赤十字奉仕団（団員：11人）昭和４７年発足 

昭和 47年「無線赤十字奉仕団」として発足、平成 25年に現在の名称に変更 

アマチュア無線技士の資格を生かし、災害時の情報収集や伝達活動を担うため、通信訓練や

救護活動を行います。 

① 非常時の連絡通信体制の整備並びに県内及び他府県との無線伝播調査を実施します。 

② 防災・災害救護訓練に参加します。 

③ イベントなどでの救護活動や通信連絡活動を行います。 

④ 2025年大阪・関西万博：赤十字パビリオンの運営スタッフに協力します。 

     
▲第 4ブロック合同災害救護

訓練での通信訓練 
 ▲総会 ▲赤十字フェスタでの無線体験 
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（４）青年赤十字連絡協議会（団員：106人） 

奈良県青年赤十字奉仕団(4名：昭和 60年発足) 近畿大学農学部赤十字奉仕団(99名：平成 4年発足） 

奈良大学学生赤十字奉仕団(3名：平成 24年発足) 

勤労青年や大学生で組織され、献血の呼びかけや青少年赤十字のサポートなどの活動を行

います。また、県内の大学等に学生奉仕団の結成を呼びかけます。 

① 赤十字思想の普及と献血推進､国内外で発生した災害義(救)援金募集活動を行います。 

② ※2 ピアリーダー研修会(京都府支部主催)、赤十字 7 原則に関するセミナー(※3ＹＡＢＣ研修

会)や第４ブロック(近畿)リーダー養成研修会に参加します。  
※2
ピアリーダー研修会：HIV/AIDS 等の基礎知識及びピア・エデュケーションの実施に必要な知識及び技術を修得することに

より、 HIV/AIDS ピア・エデュケーションの中心となり、活動を推進するピア・リーダーの養成を図ります。 

※3 
YABC 研修会：赤十字７原則への理解を深め、自らの考え・行動を前向きに変容させ、周囲にも変容を促しながら、社会をよ

り良く変える力を身に付けるために開発された YABCの普及の担い手となるユースボランティアを育成します。 

③ 防災、災害救護訓練に参加します。 

④ 青少年赤十字活動のサポートを行います。 

⑤ 救急法救急員資格の習得に努めます。 

⑥ イベント等に参加し、赤十字活動の普及に努めます。 

⑦ 県内の大学や短大へ奉仕団結成の呼びかけを行います。 

        
▲親子でアウトドア ▲救急法講習受講 ▲近畿大学農学部赤十字奉仕団員 

救急法指導員資格交付 

 （５）看護赤十字奉仕団（団員：44人）昭和４８年発足 

看護師の資格を有する人たちで結成され、公共性の高い行事の臨時救護などの活動を行いま

す。 

① 地域への貢献のため、公共性の高い行事等の臨時救護や付添救護活動を通じて地域活動

に協力します。（奈良マラソン、県スポーツ大会、地域イベント等） 

② 防災、災害救護訓練に参加します。 

③ 技術の向上を図るための研修会を開催します。（令和 8年 3月）   

④ 2025年大阪・関西万博：赤十字パビリオンの運営スタッフに協力します。 

      
▲奈良マラソンでの救護活動    ▲付添救護  ▲研修会 
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（６）青少年赤十字賛助奉仕団（団員：16人） 

昭和 39年「賛助会」として発足、平成 14年に現在の名称に変更 

青少年赤十字の指導に当たっていた先生で組織され、青少年赤十字指導者やメンバーの活動

を側面から支えています。 

① 第 4ブロック(近畿)支部主催の研修会・交流会に参加します。また、本社主催の総会などに

も参加します。 

② 学校における防災教育を広めるため、青少年赤十字防災教育「まもるいのち ひろめるぼうさ

い」の出前授業ができる指導者を養成する研修会を実施します。 

③ 地域において、地域赤十字奉仕団と連携し、「地域で子どもを育てる」をキャッチフレーズにし

て、地域の安心･安全活動に取り組みます。 

④ 青少年赤十字リーダーシップ・トレーニングセンター（奈良市：8月）や親子で学ぶ防災教室

(橿原市：８月、奈良市：令和 8年 1月)に協力します。 

⑤ イベント等に参加し、赤十字活動の普及に努めます。 

⑥ 青少年赤十字活動の加盟校増強や防災教育事業普及に協力します。 

⑦ 青少年赤十字指導者養成事業への協力、助言などを行います。 

⑧ 2025年大阪・関西万博：赤十字パビリオンの運営スタッフに協力します。 

           
▲赤十字フェスタでの工作体験 ▲トレーニングセンターでの指導   

（７）防災ボランティア（個人登録 22名）平成９年発足 

       支部に個人登録し、災害発生時における救援活動を行います。 

① 被災者支援に役立つ知識・技術が習得できる研修会に参加します。 

② 防災、災害救護訓練に参加します。 

③ 年 4回の赤十字 NEWSの発送業務に協力します。 
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８ 効果的な広報の展開 －活動へのご理解とご参加を－ 

災害救護活動や国際活動など人道的な活動を行っている赤十字の事業内容を、幅広く県

民に知っていただき、赤十字ボランティアへの参加、社会貢献のための事業参加、活動資金

の募集への理解を深めるため、新聞広告等を通じて、効果的な広報活動を行います。   

また、令和 7年に支部創立 130周年を迎え、これまで支部の活動を支えていただいたス

テークホルダー（寄付者、奉仕団、有功会、地区分区、青少年赤十字指導者・メンバーなど）

に感謝の意を伝えるとともに、今後も引き続きステークホルダーの協力を得ながら、より多く

の県民の皆さまに赤十字活動を周知していくために、130周年記念事業を実施します。 

その他、大型商業施設にて「赤十字フェスタ」を開催し、赤十字活動のＰＲを行います。 

     
 ▲「赤十字フェスタ 2024 in なら」～イオンモール大和郡山～  

(１) 支部の広報活動 

① 日本赤十字社が全国統一で実施する「赤十字会員増強運動月間」(5月)をはじめ、年間 

を通じて広報活動に取り組みます。 

② テレビ放送（運動月間：5 月及び随時放送）での広報活動（奈良テレビ、コミュニティビジョン

吉野ケーブルテレビ、下市テレビ）も行います。 

③ 報道機関に対して、支部事業等の開催状況や、本社作成の広報資材をもって広報の協力を

依頼します。(随時) 

④ 赤十字活動を広く知ってもらうため、広報誌「日赤なら」(5月に 18万部)を作成し、配布しま

す。また、新聞折込チラシ（4月・6月・10月）による広告掲載により、県民への広報に努めます。 

⑤ 【130 周年記念事業】過去から現在までの支部にまつわる写真を使用したモザイクアートを

作成し、年間を通じて、イベント等で展示することにより、写真から奈良県支部の歴史を知って

いただく機会とします。 

⑥ 【130 周年記念事業】赤十字関係者（奉仕団、青少年赤十字、有功会、寄付者、献血者など）

にインタビューを実施し、赤十字を知ったきっかけや体験談などを支部ホームページに掲載し

ます。インタビュー記事から赤十字への関心を深めていただく機会とします。 

⑦ 「赤十字を知ってもらう」をコンセプトに、県内で最も乗降客及び乗換利用客が多い近鉄大

和西大寺駅でデジタルサイネージ広告を実施し、目に留まる広報活動を行います。 

⑧ 赤十字活動全般の PR と、遺贈、相続寄付をターゲットとしたWEBバナー広告による広報活

動を行います。 

⑨ ホームページで、赤十字事業や活動の紹介、情報発信等、積極的な広報を行います。 
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（２）地区分区(市町村)への広報活動 

① 広報誌「日赤なら」を、各自治会等を通じて県民に配布します。  

また、本社作製のポスターとパンフレットの配布も依頼します。       

② 各地区分区発行の広報誌に、運動月間や講習会開催など記

事の掲載を依頼します。 

③ 地区分区(市町村)主催イベント(１日赤十字など)や自治会主

催イベント(防災訓練など)に広報パネルやのぼり等資材を貸し

出します。 

（３）第４ブロック（近畿）合同広報活動 

① 啓発資材（ポケットティッシュ）2万 5,500個を作成し、イベント等で配布し広報を行います。 

 

９ 活動資金の募集及び表彰制度 －活動資金にご協力を!!－ 

日本赤十字社は、会員等の皆さまから納めていただく会費と、広く皆さまからお寄せいただ

く寄付金（これら会費と寄付金を総称して「活動資金」という。）を財源として、災害救護活動

や国際活動をはじめ、事業計画に基づく人道的活動を展開します。 

活動資金の募集を取り巻く環境は厳しいものがありますが、地区分区、赤十字奉仕団、自

治会、日赤有功会をはじめ広く県民の皆さまの赤十字活動に対するご理解を深めながら、活

動資金へのご協力をお願いしてまいります。 

また、寄付者情報の管理体制の充実、個人情報セキュリティの強化、業務の効率化を図っ

てまいります。 

(１)支部の活動資金取り組み 

① 地区分区、自治会、町内会や赤十字奉仕団を通じて協力を依頼します。 

② 地区分区、地域奉仕団と連携し、法人会員への訪問による活動資金の協力を依頼します。 

③ 県内の幼･小･中･高等学校へ赤十字募金への協力を依頼します。 

④ 個人･法人へのダイレクトメールによる活動資金協力を依頼します。 

⑤ 赤十字講習の普及並びに法人会員の増強を図ることを目的に、金色有功章受章企業を対

象に赤十字講習を無料(講師料・教材費)で提供します。また、金色有功章に達していない企

業に対しては、赤十字講習無料特典の PRを行い、会費増強に繋げます。 

⑥ 奈良県商工会連合会や奈良県中小企業団体中央会の協力の

もと、活動資金協力を依頼します。 

⑦ 遺贈、相続財産によるご寄付の取り組みとして、金融機関など

と連携し遺贈、相続財産に関する協定を締結しました。協定締

結先と連携し、支部と共催の遺贈セミナー開催します。 

【遺贈寄附にかかる協定締結先】 

締結先 締結場所 締結先 締結場所 

㈱南都銀行 奈良市 奈良県司法書士会 奈良市 

 

 
▲御所市地区 

御所市安心・安全フェスタ 2024 

 
▲奈良県司法書士会との遺贈寄付に 

関する協定締結式 
左：奈良県共同募金会 

右：日本赤十字社奈良県支部 
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⑧ 企業の社会貢献活動との連携（寄付金付自販機の設置・活動資金募金箱の設置・赤十字

支援マークの活用）、企業･団体と災害時協定の締結、災害に備えた救護装備品の寄贈など

に取り組みます。 

【寄付金付自販機設置状況】 

寄付金付自販機設置先 設置場所 

㈱RISING SUN 橿原市 

㈲三輪そうめん天寿堂 桜井市 

中造園 葛城市 

道の駅ふたかみパーク當麻 葛城市 

シンシアペットクリニック 三郷町 

【活動資金募金箱設置状況】 

活動資金募金箱設置先 設置場所 活動資金募金箱設置先 設置場所 

インプレス 奈良市 奈良カントリークラブ 五條市 

東大寺 奈良市 シプレカントリークラブ 五條市 

奈良中央信用金庫南奈良支店 奈良市 秋津原ゴルフクラブ 御所市 

奈良柳生カントリークラブ 奈良市 奈良中央信用金庫二上支店 香芝市 

(新)moothi 奈良市 宇陀カントリークラブ 宇陀市 

医療法人厚生会奈良厚生会病院 大和郡山市 オークモントゴルフクラブ 山添村 

中華料理 橘 大和郡山市 県立万葉文化館 明日香村 

奈良県立医科大学（財）弘済会 橿原市 大和信用金庫 県内各支店 

【災害時物資支援協定の締結】 

締結先 設置場所 

板倉石油㈱ 奈良市 

一般社団法人奈良県ＬＰガス協会 奈良市 

㈱八尾彦商店 王寺町 

【支援マークの締結】 

締結先 設置場所 

山本松産業㈱ 天理市 

㈱サンシーワールド 御所市 

      

 

 

     

 

                     ▲支援マークの一例 

 
▲寄付金付自動販売機 

 

 

 
売上げの一部は日本赤十字社の 

活動資金として寄付されます。 
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（２）本社の活動資金取り組み 

① ホームページからのクレジットカード決済やAmazonのユーザーアカウントを利用した利便性

の高い会員加入の推進や、口座振替による協力依頼に取り組みます。 

② コンビニエンスストアにある情報端末を使ってのご寄付、各種サービスでカードに付与される

さまざまなポイントを利用してのご寄付、スマートフォンアプリによるご寄付など、寄付への利

便性を高め、若年層の協力者の確保に取り組みます。 

（３）表彰制度について 

多額の活動資金を納入された個人や法人等については、国や日本赤十字社の表彰制度が適用 

されます。 

① 日本赤十字社の有功章贈与・表彰制度 

項  目  表 彰 基 準 

1. 支部長表彰状・感謝状 活動資金として一時または累計で10万円以上を納められた個人・法人等  

2. 銀色有功章 活動資金として一時または累計で20万円以上を納められた個人・法人等  

3. 金色有功章 活動資金として一時または累計で50万円以上を納められた個人・法人等  

4. 本社感謝状 金色有功章受章後、更に活動資金として50万円を納められた個人・法人等 

 
   ▲金色有功章：個人（左：男性 右：女性）           

② 国の表彰制度 

項  目 表 彰 基 準 

1. 厚生労働大臣感謝状 
活動資金として同一年度内に100万円以上を納められた個人 
活動資金として同一年度内に 300万円以上を納められた法人等 

2. 紺綬褒章 
活動資金として500万円以上を納められた個人 
活動資金として 1,000万円以上を納められた法人等 

   
            ▲紺綬褒章  

▲金色有功章略章 

▲金色有功章(法人) 

銀色有功章(個人･法人) 
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10 奈良県支部有功会（令和 7年度会員数：352人、昭和４１年１１月結成） 

支部有功会は、日本赤十字社の金色有功章を受章された方々が赤十字思想の普及とそ

の活動に寄与するとともに、会員相互の親睦を図ることを目的に結成した団体として活動して

います。 

また、6地区（奈良市都祁、奈良市月ヶ瀬地区、大和郡山市、宇陀地区、橿原市、生駒市）

においては、地区有功会が組織され、会員の増強と赤十字事業を通じた地域活動に貢献して

います。 

① 総会(講演会も同時開催)を開催します。（７月） 

② 全国赤十字大会へ参会します。（5月：東京都 明治神宮会館） 

③ 赤十字運動や献血啓発の支援広告を掲載します。（随時） 

④ 赤十字活動資金の協力、災害等の義(救)援金に協力します。 

⑤ 日赤紺綬・有功会会長協議会総会に参加します。（10月：佐賀県） 

⑥ 赤十字看護専門学生への一部費用を助成します。 

⑦ 本社の国際活動資金に協力します。 

⑧ 地区有功会において赤十字事業の発展に尽くします。 

⑨ 日帰り研修旅行を実施します。（9月：2025年大阪・関西万博：赤十字パビリオン視察） 

⑩ その他支部事業の助言や提言などを行います。 

     
▲有功会総会   ▲全国赤十字大会参会  ▲橿原市有功会総会 

                 
▲生駒市有功会総会   ▲奈良市都祁有功会総会  ▲大和郡山市有功会総会 
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IV. 令和 7年度 一般会計予算 

 
１ 令和 7年度 一般会計予算(案) 

（歳　入） 単位：千円

令和7年度 令和6年度

予算額 予算額

1 社資収入 157,000 167,000 △ 10,000
地区分区(市町村)及び支部を通じた個人、法人

からの会費、寄付金

2
補助金及び

　　交付金収入
11,567 6,979 4,588 本社からの交付金

3 資産収入 100 100 0 支部災害救援車売却益

4 繰入金収入 18,500 20,000 △ 1,500 災害等資金、国際救護活動資金の繰入

5 雑収入 5,833 4,921 912 講師派遣負担金収入、講習用教材費収入等

6 前年度繰越金 25,000 25,000 0 前年度繰越金

218,000 224,000 △ 6,000

（歳　出） 単位：千円

令和7年度 令和6年度

予算額 予算額

1 災害救護事業費 53,250 55,200 △ 1,950
災害に備えた救護装備費、救助費、救護訓練

費、救援物資整備費、救護看護師養成費

2 社会活動費 38,180 39,500 △ 1,320
救急法等講習普及費、奉仕団及び青少年赤十字

育成費、血液事業普及費

3 国際活動費 1,100 1,100 0 バングラデシュ保健医療支援事業

4
指定事業

　　地方振興費
3,000 3,000 0 救護資機材整備費、救援物資整備費

5
地区分区

　　交付金支出
14,110 16,800 △ 2,690 地区分区(市町村)における赤十字活動費

6 社業振興費 38,990 38,000 990
赤十字思想の普及啓発費、活動資金募集費、

全国赤十字大会参加費

7 積立金支出 15,000 15,000 0 災害等資金積立金、退職給与資金特別会計積立金

8 総務管理費 28,310 27,000 1,310 支部事業管理運営費

9
資産取得及び

　　資産管理費
1,160 1,550 △ 390 施設、備品管理費

10 本社送納金支出 21,900 23,850 △ 1,950 本社における国内、国際活動費

11 予備費 3,000 3,000 0 その他

218,000 224,000 △ 6,000歳出合計

区　　分 増減 付　　記

歳入合計

区　　分 増減 付　　記

  
(注)支部評議員会の運営 

(ⅰ)支部評議員会は、日本赤十字社定款第７１条などの規定に基づき、定数４５名の評議員が、支部長の諮問に答える

ほか奈良県支部の役員選出及び支部の重要な業務について､審議にあたります。（開催時期 2月､6月） 

(ⅱ)監査委員会は、支部評議員会で選出された支部監査委員で、奈良県支部の一般会計決算の監査を行います。 

（開催時期 5月） 
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２ 令和 7年度 活動資金募集お願い額一覧表 

                                                                                         単位：円 

令和7年度 令和6年度 令和7年度 令和6年度

35,409,000 40,035,000 高 取 町 分 区 508,000 724,000

5,989,000 7,877,000 明 日 香 村 分 区 406,000 609,000

7,924,000 9,749,000 計 914,000 1,333,000

5,684,000 8,277,000 上 牧 町 分 区 1,905,000 2,388,000

12,029,000 12,603,000 王 寺 町 分 区 2,327,000 2,427,000

5,086,000 6,146,000 広 陵 町 分 区 2,647,000 2,647,000

2,403,000 3,871,000 河 合 町 分 区 1,567,000 2,007,000

2,175,000 3,509,000 計 8,446,000 9,469,000

11,133,000 11,390,000 吉 野 町 分 区 571,000 1,114,000

5,690,000 5,690,000 大 淀 町 分 区 1,443,000 1,972,000

3,197,000 3,197,000 下 市 町 分 区 434,000 822,000

2,414,000 3,659,000 黒 滝 村 分 区 64,000 128,000

99,133,000 116,003,000 天 川 村 分 区 125,000 239,000

山 添 村 分 区

平 群 町 分 区 1,675,000 1,927,000 上 北 山 村 分 区 57,000 112,000

三 郷 町 分 区 2,156,000 2,558,000 川 上 村 分 区 133,000 302,000

斑 鳩 町 分 区 2,546,000 2,861,000 東 吉 野 村 分 区 161,000 341,000

安 堵 町 分 区 703,000 881,000 計 3,085,000 5,227,000

計 7,080,000 8,227,000 野 迫 川 村 分 区 44,000 84,000

川 西 町 分 区 718,000 900,000 十 津 川 村 分 区 296,000 601,000

三 宅 町 分 区 590,000 777,000 計 340,000 685,000

田 原 本 町 分 区 2,780,000 3,032,000 24,483,000 30,539,000

計 4,088,000 4,709,000 123,000,000 146,000,000

曽 爾 村 分 区 125,000 216,000 16,000,000 8,000,000

御 杖 村 分 区 156,000 272,000 139,000,000 154,000,000

計 281,000 488,000 18,000,000 13,000,000

157,000,000 167,000,000

区分 区分

奈 良 市 地 区
高

市

郡

大 和 高 田 市 地 区

大 和 郡 山 市 地 区

天 理 市 地 区

北

葛

城

郡

橿 原 市 地 区

桜 井 市 地 区

五 條 市 地 区

御 所 市 地 区

生 駒 市 地 区

吉

野

郡

香 芝 市 地 区

葛 城 市 地 区

宇 陀 市 地 区

地区扱計

山   辺   郡
249,000 401,000 下 北 山 村 分 区 97,000 197,000

生

駒

郡

吉

野

西
磯

城

郡 分区扱計

地区分区扱計※

宇

陀

郡

支部扱計

（一般社資合計）

（法人社資合計）

社 資 合 計

※ 「地区分区扱計｣123,616,000円の内、616,000円は切り捨てて「支部扱計」に含んでいます。 


